
Ⅲ 課別事業推進の重点目標と予算
＜農政企画課＞
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農 水 産 行 政 の 総 合 企 画 及 び 総 合 調 整 、 中 山 間 地 域 の 活 性 化 、 農 業 団 体 の
機 能 強 化 等 に よ り 、 本 県 農 業 の 持 続 的 発 展 を 図 り ま す 。

－ 農 政 企 画 課 －
－ 中 山 間 農 業 振 興 室 －

１ 重 点 目 標

① 農 水 産 行 政 の 総 合 企 画 及 び 総 合 調 整
② 地 域 の 宝 を 生 か し た 中 山 間 地 域 の 活 性 化
③ 世 界 農 業 遺 産 を 活 用 し た 地 域 活 性 化 の 取 組 支 援
④ 農 業 農 村 が 有 す る 多 面 的 機 能 を 発 揮 さ せ る た め の 地 域 共 同 活 動 等 の 推 進
⑤ 鳥 獣 被 害 に 強 い 農 業 の 推 進
⑥ 農 業 団 体 の 基 盤 強 化

２ 令 和 ５ 年 度 事 業 の 概 要

① 農 水 産 行 政 の 総 合 企 画 及 び 総 合 調 整

○ 農 業 ・ 農 村 振 興 長 期 計 画 推 進 事 業 ３ ， ０ ４ ５ 千 円 【 農 政 計 画 担 当 】
「 第 八 次 宮 崎 県 農 業 ・ 農 村 振 興 長 期 計 画 」 の 目 標 の 達 成 状 況 や 課 題 を 把 握 し 、 計 画 の 進

行 管 理 を 行 う た め 、 現 地 調 査 や 農 業 者 等 と の 意 見 交 換 会 を 実 施 す る と と も に 、 関 係 者 か ら
の 幅 広 い 政 策 提 言 を 集 約 す る 推 進 体 制 を 整 備 し 、 当 該 計 画 の 総 合 的 な 推 進 を 図 る 。

○新 Ｇ ７ か ら 始 ま る 官 民 連 携 農 業 プ ロ ジ ェ ク ト 事 業 （ ４２㌻ ）
４ ７ ， ０ ０ ０ 千 円 【 農 政 計 画 担 当 】

Ｇ ７ 宮 崎 農 業 大 臣 会 合 の 開 催 を 契 機 と し て 、 官 民 の 連 携 に よ る 地 域 資 源 の 有 効 活 用 に 向
け た 取 組 の 事 業 化 を 加 速 す る こ と に よ り 、 持 続 可 能 な 農 業 構 造 へ の 転 換 を 図 る 。

② 地 域 の 宝 を 生 か し た 中 山 間 地 域 の 活 性 化

○ み や ざ き の 持 続 可 能 な 農 山 村 づ く り 支 援 事 業 （ ４４㌻ ）
３ ６ ， １ ９ ９ 千 円 【 中 山 間 活 性 化 担 当 】

中 山 間 地 域 に お い て 、暮 ら し や な り わ い の 基 盤 と な る 集 落 機 能 の 維 持 ・ 強 化 を 図 る た め 、
農 業 継 続 を 下 支 え す る 組 織 の 機 能 強 化 や 農 泊 ビ ジ ネ ス の 再 生 等 に よ る 農 村 Ｒ Ｍ Ｏ の 形 成 を
促 進 す る 。

○改 山 間 地 域 農 業 持 続 化 モ デ ル 構 築 事 業 （ ４６㌻ ） １ ８ ， ７ ３ ９ 千 円 【 中 山 間 活 性 化 担 当 】
移 住 希 望 者 等 を 対 象 に 市 町 村 等 の 関 係 機 関 が 一 体 と な っ て 複 合 的 経 営 等 の 形 態 へ の 就 農

を 支 援 す る こ と に よ り 、 山 間 地 域 の 担 い 手 の 確 保 ・ 育 成 を 図 る 。
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③ 世 界 農 業 遺 産 を 活 用 し た 地 域 活 性 化 の 取 組 支 援

○改 未 来 に 繋 ぐ 世 界 農 業 遺 産 地 域 活 性 化 事 業 （ ４８㌻ ）
２ ０ ， ５ ５ ７ 千 円 【 中 山 間 活 性 化 担 当 】

世 界 農 業 遺 産 の 魅 力 を 活 か し た 誘 客 促 進 や 地 域 人 材 の 育 成 等 に よ る 関 係 人 口 の 創 出 ・ 拡
大 等 が 持 続 的 に 行 わ れ る 仕 組 み の 構 築 を 支 援 す る 。

④ 農 業 農 村 が 有 す る 多 面 的 機 能 を 発 揮 さ せ る た め の 地 域 共 同 活 動 等 の 推 進

○ 中 山 間 地 域 等 直 接 支 払 交 付 金 （４１㌻ ） ６ ８ ９ ， ９ ８ ３ 千 円 【 農 村 保 全 ・ 鳥 獣 対 策 担 当 】
農 業 の 生 産 条 件 が 不 利 な 中 山 間 地 域 等 に お い て 、 農 業 生 産 活 動 の 維 持 が 求 め ら れ て い る

こ と か ら 、 耕 作 放 棄 を 防 止 し 、 農 業 ・ 農 村 の 持 つ 多 面 的 機 能 の 確 保 及 び 地 域 活 性 化 を 図 る
た め 、 集 落 等 で 作 成 し た 協 定 書 に 基 づ く 農 地 等 の 継 続 的 な 管 理 活 動 等 を 支 援 す る 。

○ 環 境 保 全 型 農 業 直 接 支 払 交 付 金 ６ ６ ， ５ ７ ８ 千 円 【 農 村 保 全 ・ 鳥 獣 対 策 担 当 】
安 全 ・ 安 心 で 、 持 続 的 発 展 が 可 能 な 農 業 の 実 現 を 図 る た め 、 化 学 肥 料 ・ 化 学 合 成 農 薬 を

５ 割 以 上 低 減 す る 取 組 と 合 わ せ て 、 地 球 温 暖 化 防 止 や 生 物 多 様 性 保 全 に 効 果 の 高 い 営 農 活
動 に 取 り 組 む 農 業 者 団 体 等 を 支 援 す る 。

⑤ 鳥 獣 被 害 に 強 い 農 業 の 推 進

○ 鳥 獣 に 打 ち 勝 つ 魅 力 あ ふ れ る 農 山 村 づ く り 事 業 （ ５０㌻ ）
７ ３ １ ，４ ６ ３ 千 円【 農 村 保 全 ・ 鳥 獣 対 策 担 当 】

野 生 鳥 獣 に よ る 農 林 作 物 被 害 を 軽 減 す る た め 、 集 落 の 実 態 に 応 じ て ソ フ ト ・ ハ ー ド 対 策
を 組 み 合 わ せ て 総 合 的 に 支 援 す る と と も に 、 新 た な 所 得 や 雇 用 を 創 出 す る た め 、 捕 獲 鳥 獣
（ ジ ビ エ ） の 地 域 資 源 と し て の 利 活 用 等 を 支 援 す る 。

⑥ 農 業 団 体 の 基 盤 強 化

○ 農 業 協 同 組 合 、 農 業 共 済 団 体 検 査 ・ 指 導 費 ７ ， ５ ２ ９ 千 円 【 農 協 農 済 担 当 】
農 業 協 同 組 合 の 常 例 検 査 等 を 通 じ て 組 合 運 営 の 適 正 化 と 経 営 基 盤 及 び 経 営 管 理 体 制 等 の

充 実 強 化 を 図 る 。
ま た 、農 業 共 済 組 合 の 常 例 検 査 等 の 実 施 に よ り 、組 合 運 営 及 び 事 業 推 進 の 適 正 化 を 図 る 。

農 政 企 画 課
直 通 電 話 番 号 ０ ９ ８ ５ － ２ ６ － ７ １ ２ ３
Ｆ Ａ Ｘ 番 号 ０ ９ ８ ５ － ２ ６ － ７ ３ ０ ７
Ｅ － m a i l n o s e i k i k a k u @ p r e f . m i y a z a k i . l g . j p

農 政 企 画 課 中 山 間 農 業 振 興 室
直 通 電 話 番 号 ０ ９ ８ ５ － ２ ６ － ７ ０ ４ ９
Ｆ Ａ Ｘ 番 号 ０ ９ ８ ５ － ２ ６ － ７ ３ ０ ７
Ｅ － m a i l c h u s a n k a n - n o g y o @ p r e f . m i y a z a k i . l g . j p
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Ｇ７宮崎農業大臣会合の開催を契機として、官民の連携による地域資源の有効活用に向けた取組の事業化
を加速することにより、持続可能な農業構造への転換を図る。

事業の目的

Ｇ７から始まる官民連携農業プロジェクト事業新

農政企画課 ４７，０００千円
【財源：国庫、宮崎再生基金】

⑴ 事業内容
① 官民連携プラットフォーム運営事業

生産者や多様な事業者等が参画するプラットフォームの設置・運営

② 農業構造転換加速化事業（補助率 定額、上限額500万円）
プラットフォームの中で構築した「事業化検討プロジェクトチーム」に対し、事業化に向けた

事前調査や事業性評価の取組を支援

③ 推進事務費
プラットフォームや事業化の検討に向けた県推進事務費

⑵ 事業の仕組み

①県 民間企業 ②県 事業化検討プロジェクトチーム等 ③県

⑶ 成果指標
事業化を目指すプロジェクト支援数（令和７年度） １８事業

事業の概要

令和５年度～令和７年度事業の期間

委託 補助
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Ｇ７から始まる官民連携農業プロジェクト事業新【別紙】

プラットフォームで構築された「事業化検討プロジェクトチーム」による事前調査・事業性評価等を支援
②農業構造転換加速化事業

家畜排せつ物によるエネルギー創出 化学肥料に代わる有機質肥料の実装 自動収穫ロボットの現場実装

県内の農業者・市町村等県内の農業者・市町村等 民間企業等民間企業等

事業化検討プロジェクトチームを構築し、
持続可能な農業の実現に向けた官民連携農業プロジェクトを推進

①官民連携プラットフォーム運営事業
生産者や多様な事業者等が参画するプラットフォームの設置・運営

周知・募集

エントリー

マッチング

面談

個別
協議

電気 熱

窒素
リン

カリ

プロジェクトCプロジェクトA プロジェクトB

【プロジェクトD】
・・・・・

【プロジェクトE】
・・・・・

・地域で有効活用できそう
な資源がある
・輸入肥料・飼料を国産に
切り替えたい

・独自の技術を使って
地域に貢献したい
・地域資源の活用アイ
デアがある
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以
内
）

(5,67
5千

円
)

農
作
業
受
託
及
び
関
連
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
組
織
の
受
託
規
模
の
拡
大
に
必
要
な
取
組
を

支
援

イ
農
泊
ビ
ジ
ネ
ス
創
造
事
業

・
農
泊
地
域
へ
の
人
流
を
促
進
す
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

(4,02
4千

円
)

・
他
業
種
と
連
携
し
た
農
泊
推
進
の
取
組
を
支
援
（
県
定
額
）

(1,50
0
千
円
)

③
中
山
間
地
域
農
業
推
進
事
業

５
，
０
０
０
千
円

持
続
可
能
な
農
山
村
づ
く
り
の
先
進
地
調
査
や
農
泊
事
業
者
等
向
け
研
修
会
等
を
実
施

３
事
業
効
果

《
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
形
成
支
援
数

１
団
体
／
年
》

《
作
業
受
託
組
織
等
育
成
強
化
数

６
団
体
／
年
》

《
農
泊
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
数

５
地
域
／
年
》

農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
の
モ
デ
ル
形
成
や
農
業
者
組
織
の
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
支
援
す

る
こ
と
に
よ
り
、
中
山
間
地
域
に
お
け
る
集
落
機
能
が
維
持
・
強
化
さ
れ
、
持
続
可
能
な
農
山
村

づ
く
り
が
図
ら
れ
る
。
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み
や
ざ
き
の
持
続
可
能
な
農
山
村
づ
く
り
支
援
事
業

１
中

山
間

地
域

の
現

状
と

課
題

●
集
落
存
続
が
危
機
的
な
状
況

●
高
齢
化
の
進
行
が
特
に
著
し
い

●
コ
ロ
ナ
に
よ
る
農
家
民
宿
数
の
減
少

（
出
典
：
農
林
業
セ
ン
サ
ス
）
（
出
典
：
日
本
の
将
来
人
口
推
計

(国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

)）
（
出
典
：
宮
崎
県
調
べ
）

２
取

組
概

要

①
農
村
R
M
O
モ
デ
ル
育
成
支
援
事
業

農
村

Ｒ
Ｍ

Ｏ
の

形
成

●
農

林
地

保
全

や
地

域
資

源
を

活
用

し
た

農
業

振
興

、
住

民
の

生
活

支
援

の
た

め
に

必
要

な
計

画
策

定
、

調
査

・
実

証
事

業
等

の
取

組
を

支
援

集
落

協
定

集
落

営
農

受
託

組
織

農
泊

組
織

等

自
治

会
婦

人
会

Ｐ
Ｔ

Ａ
福

祉
事

業
者

等

①
農

林
地

保
全

事
業

（
水

路
の

草
刈

り
等

）

②
地

域
資

源
活

用
事

業
（

観
光

交
流

等
）

③
生

活
支

援
事

業
（

買
い

物
支

援
等

）

R
M

O
(地

域
運

営
組

織
)：

R
e
g
io

n
 M

a
n
a
g
e
m

e
n
t O

rg
a
n
iza

tio
n

イ
農
泊
ビ
ジ
ネ
ス
創
造
事
業

ア
作
業
受
託
組
織
機
能
強
化
事
業

情報発信

●
広

域
の

作
業

受
託

を
担

う
法

人
や

機
械

集
約

化
プ

ラ
ン

を
作

成
し

た
作

業
受

託
組

織
に

対
し

、
規

模
拡

大
に

必
要

な
ソ

フ
ト

・
ハ

ー
ド

の
取

組
を

支
援

●
ワ

ー
ケ

ー
シ

ョ
ン

等
ニ

ー
ズ

変
化

に
対

応
し

た
農

泊
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

を
実

施
●

農
泊

地
域

協
議

会
と

他
業

種
に

よ
る

新
た

な
ツ

ー
リ

ズ
ム

コ
ン

テ
ン

ツ
の

創
出

を
支

援

②
農
村
R
M
O
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
支
援
事
業

受
託

規
模

拡
大

に
よ

る
集

落
の

生
産

基
盤

の
維

持
・

強
化

農
業

資
材

運
搬

、
生

産
物

出
荷

補
助

等
の

農
業

関
連

サ
ー

ビ
ス

作
業
受
託
組
織

小
規

模
・

高
齢

農
家

の
営

農
継

続
を

下
支

え

・
他

業
種

と
連

携
し

た
周

遊
ル

ー
ト

や
ツ

ア
ー

プ
ラ

ン
作

成
等

の
支

援
・

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
る

情
報

発
信

等

農
山

村
へ

の
人

流
促

進
・

外
貨

獲
得

３
目

指
す

姿

人
が

行
き

交
い

住
み

続
け

ら
れ

る
持

続
可

能
な

集
落

体
制

の
構

築

％

※
農

村
R

M
O

と
は

集
落

協
定

や
受

託
組

織
な

ど
農

業
者

を
母

体
と

し
た

組
織

と
、

自
治

会
等

が
連

携
し

、
地

域
資

源
（

農
地

・
水

路
等

）
の

保
全

・
活

用
や

農
業

振
興

と
併

せ
て

、
買

い
物

・
子

育
て

支
援

等
の

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
維

持
に

資
す

る
取

組
を

行
う

事
業

体

モ
デ

ル
地

区
を

集
中

的
に

支
援

実証活動

157 

168 
171 

185 

192 
189 

150

160

170

180

190

200

H27
H28

H29
H30

R1
R2

農
林
漁
家
民
宿
数
の
推
移R3は

さ
ら
に
減
少
す
る

見
込
み

軒

1.5
2.4

1.8

7.7
8.7

17.4

0 10 20

2000
（H12）

2015
（H27）

2000
（H12）

2015
（H27）

2000
（H12）

2015
（H27）

総
戸
数
が

9戸
以
下
の
農
業
集
落
の
割
合
（宮
崎
県
）

%

平
地

農
業

地
域

中
間

農
業

地
域

山
間

農
業

地
域

26.6
28.9

30.0
31.2

32.8
35.3

36.8
29.5

32.8
35.0

36.3
37.1

38.7
40.0

41.1
45.8

49.9
52.4

53.3
54.4

55.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

2015
2020

2025
2030

2035
2040

2045

将
来
高
齢
化
率

全
国

宮
崎
県

県
北
山
間
部
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移住希望者等を対象に市町村等の関係機関が一体となって複合的経営等の形態への就農を支援することに
より、山間地域の担い手の確保・育成を図る。

事業の目的

山間地域農業持続化モデル構築事業改

農政企画課中山間農業振興室 １８，７３９千円
【財源：国庫、一般財源】

⑴ 事業内容
① 山間地域経営体育成モデル事業（補助率 １／３以内）
複合的経営等に必要な研修、施設等整備、販路開拓等の支援

② 経営体育成サポート事業
ア 山間地域における複合的経営の調査・分析
イ 複合的経営の伴走支援を行うサポーターの設置

③ 県推進事務費

⑵ 事業の仕組み
①県 市町村 経営体 ②③県

⑶ 成果指標
当事業による地域農業の担い手確保数 現状（令和４年度）０件 → 令和７年度 １５件（累計）

事業の概要

令和５年度～令和７年度事業の期間

補助 補助
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山間地域農業持続化モデル構築事業改【別紙】

市町村、県サポーター、普及員、JA、
移住担当、地域商社 等

サポートチームの結成 支援内容の見える化

ア 複合的経営の実態調査・分析

① 山間地域経営体育成モデル事業

② 経営体育成サポート事業

対象地域の選定、研修等、
各種サポート体制の整備

イ 県サポーターの設置

支援

（半農半X）

（定年帰農）

農に携わる地域の多様な担い手

• 高所得事例調査
• 耕種、畜産、林業、農外所得等
の現状分析

• 複合的経営のモデル化

サポート

補助

複合的経営に必要な設備等

（マルチワーク）

移住希望者等

• 市町村への伴走支援
• 移住者等の創業計画策定支援
• 複合的経営モデルの横展開

農外所得 林業

農業 α

機器の導入 簡易的な施設 新商品開発技術習得

【例】

【複合的経営による安定した所得の確保】

他の品目
（小規模複合）
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世界農業遺産高千穂郷・椎葉山地域の持続的な取組の活性化のため、認定地域の５町村で構成する（一
社）ツーリズム高千穂郷の収益力を強化し、多様な活動主体による取組を後押しする体制を構築する。

事業の目的

⑴ 事業内容
① 世界農業遺産地域活性化事業（補助率 定額、１／２以内）
・外部人材の活用による地域活性化組織の収益力等の強化
・地域の活動主体等による関係人口の創出・拡大等につながる取組の支援

② 国内外と繋がる魅力発信事業
・G7農相会合等を活かした情報発信・イベント等の実施

⑵ 事業の仕組み

①県 地域活性化組織、世界農業遺産高千穂郷・椎葉山地域活性化協議会

②県

⑶ 成果指標
５町村農泊受入人数 現状（令和３年） ５３９人 → 令和６年 ２，０００人
地域活性化組織の事業収入 現状（令和３年）４，１８８千円 → 令和６年 １０，０００千円

事業の概要

未来に繋ぐ世界農業遺産地域活性化事業改

令和５年度～令和６年度事業の期間

農政企画課中山間農業振興室 ２０，５５７千円
【財源：国庫、寄附金、一般財源】

補助
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未来に繋ぐ世界農業遺産地域活性化事業【別紙】

※地域ブランド商品

体験ツアー

Ｇ７農相会合等を活
かした情報発信・イ
ベント等の開催

収益力
強化

地域活性化組織の強化

活動主体への支援

②国内外と繋がる
魅力発信事業①世界農業遺産地域活性化事業

人材育成

文化伝承

外部人材
の活用

進化

支援

＋

ツーリズム高千穂郷

地域活動主体

活性化協議会
中心の取組

活用

関
係
人
口
の
創
出
・
拡
大
等
に
よ
る
持
続
的
な
活
性
化
を
実
現

活動主体
が主導す
る取組

中心的な
地域活性
化組織へ

取組を
後押し

シフト

目指す姿

オンラインイベント

イベントへのブース出展

改
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令
和
５
年
度
新
規
・
重
点
事
業
説
明
資
料

（
農
政
水
産
部
）

新
規
・
改
善
・
既
定

事
業
名

鳥
獣
に
打
ち
勝
つ
魅
力
あ
ふ
れ
る
農
山
村

課
名

農
政
企
画
課

づ
く
り
事
業

国
庫
・
県
単

１
事
業
の
目
的
・
背
景

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
林
作
物
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
、
集
落
の
実
態
に
応
じ
て
ソ
フ
ト
・
ハ
ー

ド
対
策
を
組
み
合
わ
せ
て
総
合
的
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
所
得
や
雇
用
を
創
出
す
る
た

め
、
捕
獲
鳥
獣
（
ジ
ビ
エ
）
の
地
域
資
源
と
し
て
の
利
活
用
等
を
支
援
す
る
。

２
事
業
の
概
要

７
３
１
，
４
６
３
千
円

（
１
）
予

算
額

国
庫
：
７
２
８
，
３
９
７
千
円

一
般
財
源
：
３
，
０
６
６
千
円

（
２
）
財

源

令
和
４
年
度
～
令
和
６
年
度

（
３
）
事
業
期
間

市
町
村
等
、
県

（
４
）
事
業
主
体

（
５
）
事
業
内
容

①
鳥
獣
被
害
防
止
活
動
推
進
事
業

１
，
８
６
９
千
円

地
図
情
報
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
侵
入
防
止
柵
整
備
状
況
や
計
画
の
「
見
え
る
化
」

②
鳥
獣
被
害
対
策
支
援
セ
ン
タ
ー
活
動
推
進
事
業

５
，
１
５
８
千
円

被
害
対
策
に
関
す
る
知
識
や
技
術
の
普
及
を
担
う
マ
イ
ス
タ
ー
育
成
、
対
策
技
術
の
実
証

展
示
に
よ
る
効
果
検
証
及
び
普
及
促
進
、
並
び
に
獣
種
別
被
害
対
策
研
修
の
実
施

③
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
交
付
金
関
係
事
業

７
２
０
，
０
０
０
千
円

（
国
定
額
、
国
5.
5/10

以
内
、
国
１
／
２
以
内
）

地
域
ぐ
る
み
の
被
害
防
止
活
動
や
有
害
鳥
獣
捕
獲
活
動
、
侵
入
防
止
柵
・
処
理
加
工
施
設

等
の
整
備
に
対
す
る
支
援

④
ジ
ビ
エ
利
活
用
推
進
事
業

４
，
４
３
６
千
円

ジ
ビ
エ
の
解
体
・
調
理
研
修
実
施
や
認
知
度
向
上
の
た
め
の
「
み
や
ざ
き
ジ
ビ
エ
フ
ェ

ア
」
開
催

３
事
業
効
果

《
農
作
物
被
害
金
額
の
減
少

令
和
元
年
度

347
,095千

円
→

令
和
６
年
度

17
1,964

千
円
》

地
域
に
お
い
て
効
果
的
な
鳥
獣
被
害
対
策
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
林
作
物
の
生
産
が
安

定
す
る
と
と
も
に
、
捕
獲
鳥
獣
の
利
活
用
促
進
に
よ
り
、
地
域
に
お
け
る
所
得
や
雇
用
が
創
出
さ

れ
る
。
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鳥
獣
に
打
ち
勝
つ
魅
力
あ
ふ
れ
る
農
山
村
づ
く
り
事
業

鳥
獣
被
害
の
現
状

事
業

の
内

容

①
鳥
獣
被
害
防
止
活
動
推
進

・
地
図
情
報
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
侵
入
防
止
柵
デ
ー
タ
の
活
用

集
落
に
お
け
る
侵
入
防
止
柵
整
備
状
況
や
計
画
の
「
見
え
る
化
」

②
鳥
獣
被
害
対
策
支
援
セ
ン
タ
ー
活
動
推
進

・
防
止
対
策
の
知
識
や
技
術
の
普
及
を
担
う
マ
イ
ス
タ
ー
の
育
成

・
マ
イ
ス
タ
ー
の
ほ
か
農
業
・
林
業
普
及
指
導
員
等
を
対
象
と
し
た
技
術
向
上
研
修
の
開
催

・
防
止
対
策
の
実
証
展
示
に
よ
る
効
果
検
証
・
普
及
促
進

・
サ
ル
や
鳥
類
、
中
小
型
獣
を
対
象
と
し
た
被
害
防
止
対
策
研
修
の
開
催

③
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
交
付
金
関
係

・
地
域
ぐ
る
み
の
被
害
防
止
活
動

・
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
活
動

・
侵
入
防
止
柵
、
処
理
加
工
施
設
等
の
整
備

被害対策

④
ジ
ビ
エ
利
活
用
推
進

～
地
域
資
源
と
し
て
の
利
活
用
～

・
解
体
・
調
理
研
修
：
高
度
な
衛
生
管
理
技
術
等
を
有
す
る
人
材
の
育
成

・
「
み
や
ざ
き
ジ
ビ
エ
フ
ェ
ア
」
：
ジ
ビ
エ
の
需
給
・
ニ
ー
ズ
等
の
把
握
や

認
知
度
向
上
に
よ
る
流
通
体
制
の
確
立

利活用対策

地
図
情
報
シ
ス
テ
ム

地
域
ぐ
る
み
活
動

侵
入
防
止
柵
設
置

事
業

効
果

☆
農
業
生
産
基
盤
の
安
定
化

☆
ジ
ビ
エ
に
よ
る
地
域
全
体
の
所
得
向
上
と
雇
用
創
出

☆
農
山
村
地
域
の
活
性
化

被
害
の
減
少
＋
ジ
ビ
エ
利
用
拡
大

魅
力
あ
ふ
れ
る
農
山
村

営
農
意
欲
の
低
下
､
耕
作
放
棄
地
の
増
加
､
集
落
活
動
の
低
迷
.
.
.

383百
万
円
（
前
年
比

９
％
減
）

果
樹
･

水
稲
･

野
菜
で

248百
万
円

(65%
)

シ
カ
･イ
ノ
シ
シ
で

274百
万
円
（

72%
）

み
や
ざ
き
ジ
ビ
エ
フ
ェ
ア
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